
文化力と価値創造に関する特別委員会  議事次第  

 

 

令和８年３月 10日 (火 ) 

午 後 １ 時 3 0 分 ～  

於 ： 第 ４ 委 員 会 室  

 

 

１  開   会  

 

 

２  所管事項の調査  

 

  「埋蔵文化財の保護・活用と地域との共存について」  

    参考人：京都府立大学  

名誉教授  菱田  哲郎  氏  

 

 

３  委 員 間 討 議  

 

 

４  閉会中の継続審査及び調査  

 

 

５  今後の委員会運営  

 

 

６  そ  の  他  

 

 

７  閉   会  



国際課長 山 本 隆 裕 流通・ブランド戦略課長 加 茂 雅 紀

農産課参事 浅 野 智 士

文化生活部副部長（文化振興担当）
（文化政策室長兼務）

梅 原 和 久

文化生活部理事
（ACK・AFK担当）

大 石 正 子 高校教育課長 小 西 良 尚

文化芸術課長 松 村 明日香 文化財保護課長 石 崎 善 久

（ 計 11 名 ）

観光室企画参事 牧 哲 也

産業振興課参事 足 立 真理子

染織・工芸課長 草 分 隆 司

＊議事内容に応じ、必要な理事者を適宜追加

【商工労働観光部】

文化力と価値創造に関する特別委員会　出席要求理事者名簿

【知事直轄組織・知事室長】 【農林水産部】

【文化生活部】

【教育委員会】



文化生活部副部長（文化振興担当）
（文化政策室長兼務）

梅 原 和 久

文化芸術課長 松 村 明日香

道路建設課長 大 下 浩 一

文化財保護課長 石 崎 善 久

（ 計 ４ 名 ）

文化力と価値創造に関する特別委員会　出席要求理事者名簿
（令和８年２月府議会定例会）

【文化生活部】

【教育委員会】

【建設交通部】



京都府における埋蔵文化財の保存と活用

〜現状と課題〜

教育庁指導部文化財保護課



埋蔵文化財行政の基本的な流れ



京都府における埋蔵文化財行政に関わる組織と役割

把握 周知 調整 記録保存 保存調査 活用 員数 備考

京都府

・府教育委員会 ○ ○ ○ △ ○ ○ ９

・両郷土資料館 ー ー ー ー ー ○ ２ 所蔵資料中心

・（公財）京都府埋蔵文化
財調査研究センター

ー ー ー ○ △（委託） ○ 33

京都市

・市文化市民局 ○ △ ○ △ ○ ○ 14

・市埋蔵文化財研究所 ー ー ー ○ △（委託） ○ 26

・民間調査組織 ー ー ー ○ ー △

向日市・長岡京市

・市教育委員会 ○ △ ○ △ ○ ○ １／１

・公益財団法人 ー ー ー ○ △（委託） ○ ５／７

各市町（専門職配置） ○ △ ○ ○ ○ ○ 44 21市町

各市町（専門職非配置） × × × × × × ー ７市町（組合）

各大学（考古学） △ ー ー △ ○ ○

＊府内の専⾨職員配置状況（配置17市町／24市町（組合）、配置率71％、142名）



１ 把握・周知

・埋蔵⽂化財包蔵地の所在を把握し「周知の埋蔵⽂化財包蔵地」とする（法第93条）
・遺跡台帳、遺跡地図などで周知する（法第95条）

＊埋蔵⽂化財包蔵地≦遺跡

沖縄の戦争遺跡＝埋蔵⽂化財包蔵地 城陽市の戦争遺跡≠埋蔵⽂化財包蔵地

＊埋蔵⽂化財包蔵地の把握＝市町村・都道府県が実施
埋蔵⽂化財包蔵地の決定＝京都府が市町村と協議のうえ決定（地⽅分権⼀括法）



１ 把握・周知

現地調査 ⾚⾊⽴体地図の活⽤

＊把握の⽅法＝分布調査・⽂献調査など



１ 把握・周知

遺跡地図 GISマップ

＊周知の⽅法＝遺跡地図・GISなど（京都府の埋蔵⽂化財包蔵地：約18,000箇所）



２ 調整

・事業者：法第93・94条に基づく届出等
・⾃治体：取扱いを決定→本発掘調査、試掘・確認調査、⽴会調査、慎重⼯事など
・府教委：府・国・旧公社公団事業に対応
市 町：市町村事業・⺠間事業に対応
京都市：市事業・国・旧公社公団事業、⺠間事業に対応

※府教委では毎年、翌年度府内で実施される、府・国・旧公社の事業について事前照会
※府内での発掘調査件数は年間約200〜300件／通知・届出数約3000件
※無届発掘の発⽣（罰則規定はないが⽂化財保護法違反）



３ 記録保存のための発掘調査

・埋蔵⽂化財が破壊される場合、やむを得ず実施する本発掘調査
・府教委の場合、⼀部を除き府埋⽂センターに原因者が委託（法第92条）
・発掘調査経費は原因者が負担（原因者負担の原則）
・発掘調査の期間・経費は積算基準によりセンターが積算、府教委が点検

ドローンによる空撮・測量

発掘前の地形測量図

３ー１ 事前調査（必要に応じて）



３ 記録保存のための発掘調査

重機・⼈⼒による掘削作業 ⼈⼒による掘削作業

３ー２ 表⼟等掘削 ３ー３ 包含層掘削・遺構検出



３ 記録保存のための発掘調査

⼈⼒による掘削作業 ⼿測りによる実測・写真撮影

３ー４ 遺構掘削・遺物検出 ３ー５ 記録の作成（旧）



３ 記録保存のための発掘調査

DX活⽤による実測作業 現地説明会・発掘体験等

３ー５ 記録の作成（DX） ３ー６ 活⽤（公開）



３ 記録保存のための発掘調査

遺物洗浄・接合 遺物実測・製図

３ー７ 整理等作業



３ 記録保存のための発掘調査

遺物写真撮影・原稿執筆 報告書刊⾏・遺物収蔵

３ー７ 整理等作業



４ 活用

・埋蔵⽂化財の多様な活⽤

講演会・展覧会 公園整備・博物館整備



４ 活用

・埋蔵⽂化財の多様な活⽤

発掘体験・ガイドツアー イベントの開催



５ 埋蔵文化財行政を取り巻く課題

①⼈材不⾜
・発掘担当者、作業員
②建設物価の上昇等による発掘調査経費の増加
・府埋⽂センターの年間発掘調査予算：約15億円
③気候変動による作業環境の悪化
・夏期の熱中症対策＝調査期間の延⻑
・分布調査時におけるマダニ・クマ被害への対策
④多様な「活⽤」への対応
・⽂化観光、まちづくり
⑤増加する出⼟品の収蔵問題
・単に収蔵するではなく、いかに「活⽤」するか



               （案） 

                         令和８年 月 日 

 

 京都府議会議長 荒 巻 隆 三 殿 

                                           

        文化力と価値創造に関する特別委員長 林   正 樹 

 

         閉会中の継続審査及び調査要求書 

 

 本委員会に付されている事件は、下記の理由により、引き続き審査及び調

査を要するものと認めるから、京都府議会会議規則第75条の規定により申し

出ます。 

 

                記 

 

１ 件  名 

   伝統文化、生活文化などの継承・発展や文化と観光、食、伝統産業、先

端産業などあらゆる分野との融合により、新たな価値を創造し、発信する

ための施策について 

 

２ 理  由 

  審査及び調査が結了しないため 



文化生活部

＜開館60周年記念＞ 特別企画展
第２回現代作家展

「竹内浩一　風が迎えて」内覧会

京都府、
京都府立堂本印象美術館、

京都新聞

京都府立堂本印象美術館
（京都市北区）

令和８年４月11日（土）
午後１時45分～３時30分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特別展「原安三郎コレクション　北斎×広重」
特別内覧会

京都府、
京都府京都文化博物館、

毎日新聞社

京都府京都文化博物館
（京都市中京区）

令和８年４月17日（金）
午後４時～５時30分

会　場
（市区町村名）

日　時行催事等名
主催者名

（招待者名）

行催事等に係る委員会調査一覧表（案）



文化生活部

行催事等名
主催者名
（招待者名）

会　場
（市区町村名）

年　月　日

教育委員会

行催事等名
主催者名
（招待者名）

会　場
（市区町村名）

年　月　日

恭仁宮特別史跡昇格記念講演×トークライブ 史跡「恭仁宮跡」活用事業実行委員会
ロームシアター京都
（京都市左京区）

令和８年１月17日（土）

行催事等に係る委員会調査の結果概要について

＜没後50年記念＞特別企画展　モダンなときめき
―智積院襖絵の魅力―

京都府、京都府立堂本印象美術館、
京都新聞

京都府立堂本印象美術館
（京都市北区）

令和８年１月19日（月）

第44回京都府文化賞交流会 京都府
京都ブライトンホテル
（京都市上京区）

令和８年１月29日（木）

令和７年度全国高校生伝統文化フェスティバル
文化庁、京都府、

京都府高等学校文化連盟
京都コンサートホール
（京都市左京区）

令和７年12月14日（日）

京のかがやき2026 京都府地域文化活性化連絡協議会
上七軒歌舞練場
（京都市上京区）

令和８年２月28日(土)


